
ご入院中のベビーのご家族へご入院中のベビーのご家族へご入院中のベビーのご家族へご入院中のベビーのご家族へご入院中のベビーのご家族へ
((((( 軽症呼吸障害軽症呼吸障害軽症呼吸障害軽症呼吸障害軽症呼吸障害)))))

説明医師

看護師

月月月月月
日日日日日 ～　日　　月　　 ～　日　　月　　 ～　日　　月　　 頃日　　月　　

経経経経経
過過過過過

日院入 間るいてっ入に器育保 後床移トッコ 日院退

目目目目目
標標標標標

るきで院退くな症併合○ ○ るめ始し加増が重体、し定安が態状身全

換交ツムオや助介乳哺、いあれふと児○
るきでがとこるすを

るす加増に調順が重体、し立確が乳哺○

るきでが導指児育や習練乳母接直○

検検検検検
査査査査査

養培菌細・ンゲトンレ・液血
すまい行を査検のどな

黄、い行を査検液血日毎どほ間週１
すまい行をクッェチの症染感や疸

すまい行を査検の耳

検の常異謝代性天先（査検ーリスガ
すまい行を）査

栄栄栄栄栄

養養養養養

らかてれま生 21 すで食絶は間時

21 、ばれす定安が吸呼、後間時
を哺直はたま養栄のでブーュチ

まし始開 す

すで回８日１は間時乳授
( ・８・５・２ 11 ・ 41 ・ 71 ・ 02 ・ 32 ）時

れなにうよるきでが乳哺ので乳哺瓶
が助介乳哺もんさ父お、んさ母おば

（すまきで 41 、時 71 ）時

日毎は乳母凍冷たいだたいてし参持 01
し凍解を分日１に時 41 らかクルミの時
すまきでがとこるえ与

日平（すまきでが習練の乳母接直
の 41 ）時
　

いさだくてきてっ持を綿浄清

11 か時 41 、後のクルミの時
すで院退

観観観観観
察察察察察
・・・・・
処処処処処
置置置置置

すまり入に器育保

度和飽素酸、数吸呼、数拍心
けつをータニモのめたるみを

すま

すましを与投素酸

行を法療線光の疸黄りよに果結査検
すまりあが合場う

てし節調で器育保は温体のんゃち赤
すまい

下を度温つづし少めたの床移トッコ
すまげ

すまり測をどな重体、長身

射注射注射注射注射注
・・・・・
服内服内服内服内服内

すまい行を滴点
用使を質物生抗てじ応に要必

すまし

行行行行行
動動動動動

日毎でまるきでが浴沐
すまし拭清

グンチッタばれあが可許
すまきで

を習練の換交ツムオ
すまい行に緒一と師護看

らたしまれとが滴点
すまきでがこっ抱

と師護看を習練るせ着を服衣
すまい行に緒一

すまし浴沐日毎

すまきでが会面にし越窓

のもく頂てし参持に時院退
帳手子母□

服□
つむお□
みるくお□

後たせま済をい払支おの院退
いさ下てっ入に室談面

説説説説説
明明明明明

明説りよ師医

明説りよ師護看
ていつに会面や活生の後院入　
円０５８費自の外以療診険保　

ていつに）等代つむお（　
に搬運乳母凍冷　

　ていつ　

を書意同の査検ーリスガ
いさだくてし出提

すまい行を導指児育
）中前午の日平（　　　

い行も習練乳母接直てけ続は日のこ
すま

なが題問に査検液血、は安目の院退
加増重体な調順、し定安が吸呼、く

。すでとこるれらみが

明説りよ師医
導指院退　

明説りよ師護看
　　　　　　活生の後院退　

日診受来外回次　
日　　月　　　　

2004.05.10 版

＊入院に関して心配事がありましたらお申し出ください。

＊この表はおよその経過をお知らせしたものです。種々の都合により、

　予定通りではないこともありますので、予めご承知ください。

＊入院に際してこの用紙を必ずお持ちください。
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月
日 　 日　　月 　 日　　月 　 日　　月 　 日　　月 　 日　　月 　 日　　月

経
過 ｄ　　ｗ　　６齢日 ｄ　　ｗ　　７齢日 ｄ　　ｗ　　８齢日 ｄ　　ｗ　　９齢日 ｄ　　ｗ　　０１齢日 ～１１齢日

～ｄ　　ｗ　　

目
標

るいてし定安がンイサルタイバ○
るあが便排力自回１日１○

るま収が養栄○
がクルミ、くなが候徴染感○

gk/lm001 を剤生抗、ばれま収上以
るきで止中を液輸、し止中

るいてし定安がンイサルタイバ○
るあが便排力自回１日１○

るま収が養栄○
）　　　（るきでが床移トッコ○
なが下低の温体も後床移トッコ○

い

るいてし定安がンイサルタイバ○
るあが便排力自回１日１○

るま収が養栄○

るいてし定安がンイサルタイバ○
るあが便排力自回１日１○

るま収が養栄○

るいてし定安がンイサルタイバ○
るあが便排力自回１日１○

るま収が養栄○

るいてし定安がンイサルタイバ○
るあが便排力自回１日１○

るま収が養栄○

　るきでがとこるす解理を過経や態状の児が族家○
るきで加参に的極積に児育、れらみが動言す表を成形着愛に族家○

検
査

）鼻・臍（養培□ 日前院退
トッセ□ 631
算血□
ーリスガ□

□ RBAA

栄
養

率分水ばれあが可許の師医□ 061 ～ yad/gk/lm002 るすと乳哺律自で間の

処
置

・

観
察

）金・水・月（定測重体□
算計ーリロカ□
）金・水・月（

検４温体□
回１日１定測数吸呼，拍心□

浴沐は後床移トッコ□
定測温体後前は浴沐初□
装ドンバムーネ時始開浴沐□

着

）金・水・月（定測重体□
算計ーリロカ□
）金・水・月（

検４温体□
回１日１定測数吸呼，拍心□

浴沐□

）金・水・月（定測重体□
）金・水・月（算計ーリロカ□

検４温体□
回１日１定測数吸呼，拍心□

浴沐□

）金・水・月（定測重体□
）金・水・月（算計ーリロカ□

検４温体□
回１日１定測数吸呼，拍心□

浴沐□

）金・水・月（定測重体□
算計ーリロカ□
）金・水・月（

検４温体□
回１日１定測数吸呼，拍心□

浴沐□

）金・水・月（定測重体□
算計ーリロカ□
）金・水・月（

検４温体□
回１日１定測数吸呼，拍心□

浴沐□

日当院退□
測計４□　　

）師医（入記帳手子母□　　

注
射
・
内
服

説
明

導指児育□
浴沐□　　
乳母接直□　　
置処臍□　　

ルーロトンコ便排□　　

明説りよ師医
導指院退□

明説りよ師護看
ていつに活生の後院退□
ていつに診受来外回次□

ドーカＤＩ□
箱臍合場の児生出院他□

ッセ置処臍は合場の未落脱帯臍□
ト

追
加
・
備
考

：間時院退

アリバ
スン

視巡 載記に録記過経は施実 載記に録記過経は施実 載記に録記過経は施実 載記に録記過経は施実 載記に録記過経は施実 載記に録記過経は施実

名署 載記に’３度温、３温

12-P22-112-P22-112-P22-112-P22-112-P22-1

2/2 ページ

― ― 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク

名スパ

来外
師医 医治主

来　外
師護看

棟　病
師護看氏名　　　　　　　　　　男・女

目目目目目     標標標標標
○呼吸状態が安定し、感染徴候が治まり、哺乳が確立し
て退院できる
○家族が不安なく育児参加できる

軽症呼吸障害軽症呼吸障害軽症呼吸障害軽症呼吸障害軽症呼吸障害

(2500g(2500g(2500g(2500g(2500g ～）～）～）～）～）
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　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク スパ・ルカニリク

名スパ

来外
師医 医治主

来　外
師護看

棟　病
師護看

月
日 　 日　　月 　 日　　月 　 日　　月 　 日　　月 　 日　　月 　 日　　月

経
過

）　　：　　（間時室入
後生～時生出 42 　間時 w　d ｄ　　ｗ　　１齢日 ｄ　　ｗ　　２齢日 ｄ　　ｗ　　３齢日 ｄ　　ｗ　　４齢日 ｄ　　ｗ　　５齢日

目
標

がで下与投素酸○ 2OpS が 59 ～ %001
るあで
が数吸呼○ 06 回/ るあで下以分

○ 001RH ～ /081 るあで分
が温体○ 7.63 ～ 5.73 るあで℃
が値糖血○ 06 ～ ld/g011 るあで

るあで内常正が値の質解電○
るあが尿利○

るあが泄排の便胎○

がで下与投素酸○ 2OpS が 59 ～ %001
るあで
が数吸呼○ 06 回/ 呼力努で下以分
いなが吸
が温体○ 7.63 ～ 5.73 るあで℃

るす定安が値糖血○
るす善改が候徴染感○

るれた保がスンラバ質解電○
１が量尿○ rh/gk/lm るあで上以

るあが泄排の便行移はたま便胎○
るきで始開が養栄○

○ liB-T が ld/gm01 るあで下以

がで下与投素酸○ 2OpS が 59 ～ %001 で
るあ

が数吸呼○ 06 回/ 吸呼力努で下以分
いなが
が温体○ 7.63 ～ 5.73 るあで℃

るきで止中定測し定安が値糖血○
るす善改が候徴の染感○

　　るれた保がスンラバ質解電○
２が量尿○ rh/gk/lm るあで上以

るあが泄排の便行移○
るきで量増が養栄○

○ liB-T が ld/gm21 るあで下以

るきで止中が素酸○

るいてし定安が吸呼○

るいてし定安が温体○

るす善改が候徴の染感○
るれた保がスンラバ質解電○

２が量尿○ rh/gk/lm るあで上以
るあが便排は回１日１○

るま収が養栄○
○ liB-T が ld/gm41 　るあで下以

○ るいてし定安が吸呼

るいてし定安が温体○

るす善改が候徴の染感○
るれた保がスンラバ質解電○

○ ２が量尿 rh/gk/lm るあで上以
るあが便排力自回１日１○

るま収が養栄○
○ liB-T が ld/gm61 るあで下以

○ るいてし定安が吸呼

るいてし定安が温体○

るす善改が候徴の染感○
るれた保がスンラバ質解電○

○ ２が量尿 rh/gk/lm るあで上以
るあが便排力自回１日１○

るま収が養栄○
○ liB-T が ld/gm71 るあで下以

こる得を報情や態状の児は族家○
るきでがと

　るきでがとこるす解理を過経や態状の児が族家○
　るす減軽が安不の族家○

るきで加参に的極積に児育、れらみが動言す表を成形着愛に族家○

検
査

部腹胸□ P-X
般一尿□
トッセ□ 531 接直、型血、 ｽﾑーｸ
養培□ ( 液胃、鼻、臍 )
ーコエ□ ( 腎、頭、心 )

□ 7pA 下以点 IRM 約予を

トッセ□ 631
部胸□ P-X

学化生急緊は合場の日曜日・土

トッセ□ 631

学化生急緊は合場の日曜日・土

トッセ□ 631
算血□

化生急緊は合場の日曜日・土
算血急緊・学

トッセ□ 631

学化生急緊は合場の日曜日・土

トッセ□ 631

学化生急緊は合場の日曜日・土

栄
養

）毎間時６引吸内胃（食絶□ 21 へ示指の始開養栄りよ後間時
吸呼（ばれす定安吸呼□ /06 ５、）りあ気活、しな吸呼力努、分 % ドブ

糖ウ lm01 入注はたま哺直を
をクルミはたま乳母りよ回次ばれま収□ lm01 始開で回８×

引吸内胃□ lm01 クルミらな下以 lm01
量増

ルミばれいてっま収クルミ□
ク lm01 量増

栄ばれけよりま収で好良力乳哺□
去抜ブーュチ養

ルミばれいてっま収クルミ□
ク lm01 量増

に更らな足不クルミ□ lm01 可量増

ルミばれいてっま収クルミ□
ク lm01 量増

に更らな足不クルミ□ lm01 可量増

処
置

・

観
察

温内器容収スーベク□ 23( ）℃ が温体□ 5.73 を温内器、ばれあで上以℃ 5.0 るげ下つづ

，ＲＰ□ 2OpS 着装ータニモ
（与投素酸□ 2OiF ）　　　　

□ 2OiF
□ liB-T 　 ld/gm01 ばれあで上以

法療線光　

□ 2OiF
□ liB-T 　 ld/gm21 ばれあで上以

法療線光　
（　 ld/gm11 ）止中で満未

□ 2OiF
□ liB-T 　 ld/gm41 ばれあで上以

法療線光　
（　 ld/gm31 ）止中で満未

□ liB-T 　 ld/gm61 れあで上以
法療線光ば

（ ld/gm51 ）止中で満未

□ liB-T 　 ld/gm71 ばれあで上以
法療線光　

（　 ld/gm61 ）止中で満未

回３が糖血□ ld/gm06 回３に様同、定測毎間時６らな上以 ld/gm06 もと回２、毎間時２１らな上以 ld/gm06 止中定測らな上以

測計四□

□ VID 毎間時１クッェチ
測尿□

クッェチンイサルタイバ□
　( ）毎間時２

置処臍□
糖血□ ld/gm04 時の下以

　 02 　　　糖ウドブ％ lm 注静

算計ーリロカ・定測重体□
）金・水・月（

□ VID 　毎間時１クッェチ
　測尿□

検６ばれす定安ンイサルタイバ□
法燥乾□

ッカプッリクばれいてし燥乾臍□
ト

換交ンネリ□

腸浣ばれけな便排間時４２□

□ VID 　毎間時１クッェチ
　測尿□

検６ンイサルタイバ□
法燥乾□
燥乾臍□

換交ンネリ□

□ VID 　毎間時１クッェチ
　測尿□

検６ンイサルタイバ□
拭清初□
置処臍□

換交ンネリ□

□ VID 　毎間時１クッェチ
）でま止中液輸（測尿□
検６ンイサルタイバ□

拭清□
置処臍□

換交ンネリ□

□ VID 　毎間時１クッェチ
）でま止中液輸（測尿□
検６ンイサルタイバ□

拭清□
置処臍□

換交ンネリ□

注
射
・
内
服

保確管血梢末□
糖ウドブ％５　 lm001 本２　　

　
　　糖ウドブ％５　 lm05

aaaaaaaa rh/lm

ーツーケ□ N　 gm2 注静　
　ンリマルフ□ g5.0 本１　
　水用射注　 lm5 本１　

　　　ンリマルフ　 gm
注静回３日１　

),,(

合場るあの症血ムウシルカ低□
　 IP ルテーテカ

糖ウドブ％５　 lm001 本２　　　
ルーコチルカ　 lm01 本４　　　
ンリパヘ・ボノ　 lm5 本１　　

処要はンリパヘとルーコチルカ（
）箋方

５　 % 糖ウドブ lm74
ルーコチルカ　 lm3
ンリパヘ・ボノ　 lm1.0
aaaaaaaaa rh/lm

滴点□
糖ウドブ％５　 lm001 本２　　

　
　　糖ウドブ％５　 lm05

aaaaaaaa rh/lm

　ンリマルフ□ g5.0 本１　
　水用射注　 lm5 本１　

　　　ンリマルフ　 gm
注静回３日１　

),,(

合場るあの症血ムウシルカ低□
　 IP ルテーテカ

糖ウドブ％５　 lm001 本２　　　
ルーコチルカ　 lm01 本４　　　
ンリパヘ・ボノ　 lm5 本１　　

処要はンリパヘとルーコチルカ（
）箋方

５　 % 糖ウドブ lm74
ルーコチルカ　 lm3
ンリパヘ・ボノ　 lm1.0
aaaaaaaaaa rh/lm

滴点□
糖ウドブ％５　 lm001 本２　　

　
　　糖ウドブ％５　 lm05

aaaaaaaa rh/lm

　ンリマルフ□ g5.0 本１　
　水用射注　 lm5 本１　

　　　ンリマルフ　 gm
注静回３日１　

),,(

合場るあの症血ムウシルカ低□
　 IP ルテーテカ

糖ウドブ％５　 lm001 本２　　　
ルーコチルカ　 lm01 本４　　　
ンリパヘ・ボノ　 lm5 本１　　

処要はンリパヘとルーコチルカ（
）箋方

５　 % 糖ウドブ lm74
ルーコチルカ　 lm3
ンリパヘ・ボノ　 lm1.0
aaaaaaaaaa rh/lm

滴点□
糖ウドブ％５　 lm001 本２　　

　
　　糖ウドブ％５　 lm05

aaaaaaaa rh/lm

　ンリマルフ□ g5.0 本１　
　水用射注　 lm5 本１　

　　　ンリマルフ　 gm
注静回３日１　

),,(

合場るあの症血ムウシルカ低□
　 IP ルテーテカ

糖ウドブ％５　 lm001 本２　　　
ルーコチルカ　 lm01 本４　　　
ンリパヘ・ボノ　 lm5 本１　　

処要はンリパヘとルーコチルカ（
）箋方

５　 % 糖ウドブ lm74
ルーコチルカ　 lm3
ンリパヘ・ボノ　 lm1.0
aaaaaaaaaa rh/lm

滴点□
糖ウドブ％５　 lm001 本２　　

　
　　糖ウドブ％５　 lm05

aaaaaaaa rh/lm

ーツーケ□ N　 gm2 注静　
　ンリマルフ□ g5.0 本１　
　水用射注　 lm5 本１　

　　　ンリマルフ　 gm
注静回３日１　

),,(

合場るあの症血ムウシルカ低□
　 IP ルテーテカ

糖ウドブ％５　 lm001 本２　　　
ルーコチルカ　 lm01 本４　　　
ンリパヘ・ボノ　 lm5 本１　　

処要はンリパヘとルーコチルカ（
）箋方

５　 % 糖ウドブ lm74
ルーコチルカ　 lm3
ンリパヘ・ボノ　 lm1.0
aaaaaaaaa rh/lm

滴点□
糖ウドブ％５　 lm001 本２　　

　
　　糖ウドブ％５　 lm05

aaaaaaaa rh/lm

　ンリマルフ□ g5.0 本１　
　水用射注　 lm5 本１　

　　　ンリマルフ　 gm
注静回３日１　

),,(

合場るあの症血ムウシルカ低□
　 IP ルテーテカ

糖ウドブ％５　 lm001 本２　　　
ルーコチルカ　 lm01 本４　　　
ンリパヘ・ボノ　 lm5 本１　　

処要はンリパヘとルーコチルカ（
）箋方

５　 % 糖ウドブ lm74
ルーコチルカ　 lm3
ンリパヘ・ボノ　 lm1.0
aaaaaaaaa rh/lm

説
明

明説りよ師医
画計療治院入□

明説りよ師護看
ンョシーテンエリオ時院入へ親父□

円０５８費自の外以療診険保□
明説の）等代つむお（
明説の法方搬運乳母凍冷□

明説りよ師護看
供提報情時会面回初親母□

□ 2OiF が 03.0 ばれあで満未
明説ていつに法方のグンチッタ　

認確の書意同ーリスガ□

追
加
・
備
考

載記トーシアケーリミァフ□ トッィデーオ期初□

アリバ
スン

視巡 載記に録記過経は施実 載記に録記過経は施実 載記に録記過経は施実 載記に録記過経は施実 載記に録記過経は施実 載記に録記過経は施実

名署 載記に’３度温、３温
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氏名　　　　　　　　　　男・女

目目目目目     標標標標標
○呼吸状態が安定し、感染徴候が治まり、哺乳が確立し
て退院できる
○家族が不安なく育児参加できる

軽症呼吸障害軽症呼吸障害軽症呼吸障害軽症呼吸障害軽症呼吸障害

(2500g(2500g(2500g(2500g(2500g ～）～）～）～）～）


